
(57)【要約】

【課題】光受信器の単一電源動作を可能にして、活線挿

抜時に電源投入・停止の順番を制御するシーケンサを不

要にし、光伝送装置を小型化・低消費電力化する。

【解決手段】第１の電源線２００に第１の極性端子が接

続された第１および第２のフォトダイオードＰＤ１，Ｐ

Ｄ２と、第１の電源線２００と第２の電源線３００に接

続されて動作し、第１のフォトダイオードＰＤ１の第２

の極性端子が非反転入力端子に接続され、第２のフォト

ダイオードＰＤ２の第２の極性端子が反転入力端子に接

続された差動トランスインピーダンス増幅器１０１とを

備え、第１および第２のフォトダイオードＰＤ１，ＰＤ

２の両端間に印加する電圧が第１および第２のフォトダ

イオードＰＤ１，ＰＤ２の推奨動作電圧内にあるように

した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 電 源 線 に 第 １ の 極 性 端 子 が 接 続 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 、 前 記 第
１ の 電 源 線 と 第 ２ の 電 源 線 に 接 続 さ れ て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端
子 が 非 反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 反 転 入 力 端
子 に 接 続 さ れ た 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電
変 換 手 段 の 両 端 間 に 印 加 す る 電 圧 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 推 奨 動 作 電 圧
内 に あ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 電 源 線 に 第 １ の 極 性 端 子 が 接 続 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 、 前 記 第
１ の 電 源 線 に 一 端 が 接 続 さ れ た 電 圧 調 整 手 段 と 、 前 記 電 圧 調 整 手 段 の 他 端 と 第 ２ の 電 源 線
に 接 続 さ れ て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 非 反 転 入 力 端 子 に 接 続
さ れ 、 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 差 動 ト ラ ン
ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 両 端 間 に 印 加 す
る 電 圧 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 推 奨 動 作 電 圧 内 に あ る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 電 源 線 に 一 端 が 接 続 さ れ た 電 圧 調 整 手 段 と 、 前 記 電 圧 調 整 手 段 の 他 端 に 第 １ の 極
性 端 子 が 接 続 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 、 前 記 第 １ の 電 源 線 と 第 ２ の 電 源 線
に 接 続 さ れ て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 非 反 転 入 力 端 子 に 接 続
さ れ 、 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 差 動 ト ラ ン
ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 両 端 間 に 印 加 す
る 電 圧 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 推 奨 動 作 電 圧 内 に あ る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、
　 前 記 電 圧 調 整 手 段 に 代 え て 、 ２ 個 の 電 圧 調 整 手 段 を 用 意 し 、 一 方 の 電 圧 調 整 手 段 と 前 記
第 １ の 光 電 変 換 手 段 を 直 列 接 続 し た 第 １ の 直 列 回 路 お よ び 他 方 の 電 圧 調 整 手 段 と 前 記 第 ２
の 光 電 変 換 手 段 を 直 列 接 続 し た 第 ２ の 直 列 回 路 を そ れ ぞ れ 構 成 し 、 前 記 第 １ の 直 列 回 路 を
前 記 第 １ の 電 源 線 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 の 前 記 非 反 転 入 力 端 子 と の 間
に 接 続 し 、 前 記 第 ２ の 直 列 回 路 を 前 記 第 １ の 電 源 線 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増
幅 器 の 前 記 反 転 入 力 端 子 と の 間 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、
　 前 記 電 圧 調 整 手 段 が 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と 集 積 化 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、
　 前 記 電 圧 調 整 手 段 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 集 積 化 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 前 記 電 圧 調 整 手 段 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ
ン ス 増 幅 器 が 集 積 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 が 集 積 化
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 受 信 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 伝 送 装 置 中 に 用 い ら れ 、 活 線 挿 抜 に 対 応 し 、 か つ 光 伝 送 装 置 の 小 型 化 、 低
消 費 電 力 化 に 寄 与 す る 光 受 信 器 の 構 成 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ １ は 光 差 動 位 相 変 調 （ 以 下 、 光 Ｄ Ｐ Ｓ Ｋ と 称 す 。 ） 信 号 受 信 器 （ 例 え ば 、 非 特 許 文
献 １ 参 照 ） の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 本 光 Ｄ Ｐ Ｓ Ｋ 信 号 受 信 器 は 、 マ ッ ハ － ツ ェ ン ダ 干 渉 計
４ ０ ０ と 光 受 信 器 ５ ０ ０ ら 構 成 さ れ て い る 。 マ ッ ハ － ツ ェ ン ダ 干 渉 計 ４ ０ ０ は 、 １ ビ ッ ト
遅 延 器 ４ ０ １ 、 光 信 号 が 入 力 す る 光 信 号 入 力 端 子 ４ ０ ２ 、 光 信 号 が 出 力 す る 光 信 号 出 力 端
子 ４ ０ ３ ， ４ ０ ４ を 有 す る 。 ま た 、 光 受 信 器 ５ ０ ０ は ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 ５ ０
１ 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ ３ ， Ｐ Ｄ ４ 、 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 ５ ０ １ の 電 源 端 子
５ ０ ２ ， ５ ０ ３ 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ ３ ， Ｐ Ｄ ４ の 電 源 端 子 ５ ０ ４ ， ５ ０ ５ 、 出 力 端 子
５ ０ ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 光 Ｄ Ｐ Ｓ Ｋ 信 号 受 信 器 の 光 入 力 端 子 ４ ０ ２ に 位 相 変 調 さ れ た 光 信 号 が 入 射 す る と 、 マ
ッ ハ － ツ ェ ン ダ 干 渉 計 ４ ０ ０ の 作 用 に よ り 、 １ ビ ッ ト 遅 延 器 ４ ０ １ に よ っ て １ ビ ッ ト 分 の
送 信 時 間 だ け 遅 延 し た 光 信 号 の 位 相 と 現 在 の 光 信 号 の 位 相 に 依 存 し て 、 位 相 が 同 位 相 の 場
合 に は 、 光 出 力 端 子 ４ ０ ３ か ら フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ ３ に の み 光 が 入 射 し 、 逆 位 相 の 場 合
に は 光 出 力 端 子 ４ ０ ４ か ら フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ ４ に の み 光 が 入 射 す る 。 フ ォ ト ダ イ オ ー
ド Ｐ Ｄ ３ ， Ｐ Ｄ ４ は 光 入 力 を 電 流 に 変 換 し 、 そ の 電 流 値 の 差 が ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増
幅 器 ５ ０ １ に 入 力 さ れ る 。 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 ５ ０ １ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ
Ｄ ３ ， Ｐ Ｄ ４ の 電 流 出 力 を 増 幅 し 、 電 圧 出 力 に 変 換 し て 出 力 端 子 ５ ０ ６ に 出 力 す る 。 こ う
し た 各 部 品 の 動 作 に よ り 、 送 信 器 で 送 出 し た デ ー タ を 、 出 力 端 子 ５ ０ ６ か ら 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 T.J.Paul,et al.,“ 3 Gbit/s Optically Preamp1ified Direct Detecti
on DPSK Receiver with 116 photon/bit Sensitivity” ,IEE Electoronics letters Vol.
29,No.7,pp.614-615,1993
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 今 日 の 大 容 量 光 伝 送 装 置 で は 、 波 長 多 重 （ Ｗ Ｄ Ｍ ） が 行 な わ れ る た め 、 伝 送 装 置 中 に 図
１ １ に 示 す 光 Ｄ Ｐ Ｓ Ｋ 信 号 受 信 器 が 波 長 多 重 さ れ た 通 信 チ ャ ネ ル の 数 だ け 備 え 付 け ら れ て
い る 。 こ の た め 、 伝 送 装 置 に 用 い ら れ る 部 品 は 、 一 部 の 通 信 チ ャ ネ ル 用 の 部 品 を 交 換 す る
必 要 が あ っ た 場 合 に 、 他 の 通 信 チ ャ ネ ル の 動 作 を 停 止 す る こ と な く 、 該 当 す る 部 品 の 搭 載
さ れ た ボ ー ド の み を 交 換 で き る 、 活 線 挿 抜 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。 一 般 に 、 １ 枚 の ボ ー ド
に は 異 な る 電 圧 値 を 設 定 し た 複 数 の 電 源 が 供 給 さ れ て い る が 、 活 線 挿 抜 時 に は 、 い ず れ の
電 源 か ら 投 入 さ れ 、 あ る い は い ず れ の 電 源 か ら 停 止 さ れ る の か 、 順 番 は 保 証 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 図 １ １ に 示 し た よ う な 複 数 の 電 源 端 子 を 有 す る 光 Ｄ Ｐ Ｓ Ｋ 信 号 受 信 器 が ボ ー
ド に 搭 載 さ れ て い る 場 合 に は 、 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 に よ っ て は 部 品 が 破 壊 さ れ る こ と が
あ る た め 、 あ る 一 定 の 順 番 で 電 源 が 投 入 ・ 停 止 さ れ ね ば な ら な い 。 こ の た め 、 図 １ １ に 示
し た よ う な 複 数 の 電 源 端 子 を 有 す る 部 品 を 搭 載 す る ボ ー ド に は 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・
停 止 の 順 番 を 制 御 す る 、 シ ー ケ ン サ を 備 え る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 シ ー ケ ン サ を 備 え る と 、 ボ ー ド が 大 型 化 す る 上 、 消 費 電 力 も 増 加 す る 。
こ う し た ボ ー ド は 、 １ つ の 伝 送 装 置 に Ｗ Ｄ Ｍ で 多 重 化 さ れ た 通 信 チ ャ ネ ル の 数 だ け 備 え ら
れ て い る の で 、 光 伝 送 装 置 の 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 の 障 害 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ う し た 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ボ ー ド 上 に シ ー ケ ン サ を 必
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要 と せ ず 、 単 体 で 活 線 挿 抜 に 適 応 可 能 な 光 受 信 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 の 光 受 信 器 は 、 第 １ の 電 源 線 に 第 １
の 極 性 端 子 が 接 続 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 、 前 記 第 １ の 電 源 線 と 第 ２ の 電
源 線 に 接 続 さ れ て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 非 反 転 入 力 端 子 に
接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が 反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 差 動 ト
ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 両 端 間 に 印
加 す る 電 圧 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 推 奨 動 作 電 圧 内 に あ る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ に か か る 発 明 の 光 受 信 器 は 、 第 １ の 電 源 線 に 第 １ の 極 性 端 子 が 接 続 さ れ た 第 １
お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 、 前 記 第 １ の 電 源 線 に 一 端 が 接 続 さ れ た 電 圧 調 整 手 段 と 、 前
記 電 圧 調 整 手 段 の 他 端 と 第 ２ の 電 源 線 に 接 続 さ れ て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 の 第
２ の 極 性 端 子 が 非 反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が
反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 両 端 間 に 印 加 す る 電 圧 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 推
奨 動 作 電 圧 内 に あ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ に か か る 発 明 の 光 受 信 器 は 、 第 １ の 電 源 線 に 一 端 が 接 続 さ れ た 電 圧 調 整 手 段 と
、 前 記 電 圧 調 整 手 段 の 他 端 に 第 １ の 極 性 端 子 が 接 続 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段
と 、 前 記 第 １ の 電 源 線 と 第 ２ の 電 源 線 に 接 続 さ れ て 動 作 し 、 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 の 第
２ の 極 性 端 子 が 非 反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 第 ２ の 極 性 端 子 が
反 転 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 両 端 間 に 印 加 す る 電 圧 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 の 推
奨 動 作 電 圧 内 に あ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、 前 記 電 圧 調 整 手 段 に 代
え て 、 ２ 個 の 電 圧 調 整 手 段 を 用 意 し 、 一 方 の 電 圧 調 整 手 段 と 前 記 第 １ の 光 電 変 換 手 段 を 直
列 接 続 し た 第 １ の 直 列 回 路 お よ び 他 方 の 電 圧 調 整 手 段 と 前 記 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 を 直 列 接
続 し た 第 ２ の 直 列 回 路 を そ れ ぞ れ 構 成 し 、 前 記 第 １ の 直 列 回 路 を 前 記 第 １ の 電 源 線 と 前 記
差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 の 前 記 非 反 転 入 力 端 子 と の 間 に 接 続 し 、 前 記 第 ２ の 直
列 回 路 を 前 記 第 １ の 電 源 線 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 の 前 記 反 転 入 力 端 子
と の 間 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、 前 記 電 圧 調
整 手 段 が 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と 集 積 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
　 請 求 項 ６ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、 前 記 電 圧 調
整 手 段 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 集 積 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ７ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ 、 ３ 又 は ４ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、 前 記 第 １ お
よ び 第 ２ の 光 電 変 換 手 段 と 前 記 電 圧 調 整 手 段 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 が
集 積 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ８ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 受 信 器 に お い て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の
光 電 変 換 手 段 と 前 記 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 が 集 積 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 光 受 信 器 の 単 一 電 源 動 作 が 可 能 に な り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止
の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
[第 １ の 実 施 例 ]
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 ２
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０ ０ は 第 １ の 電 源 線 、 ３ ０ ０ は 第 ２ の 電 源 線 、 １ ０ １ は 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅
器 、 １ ０ ２ Ａ ， １ ０ ２ Ｂ は 差 動 出 力 端 子 、 Ｐ Ｄ １ ,Ｐ Ｄ ２ は 第 １ 、 第 ２ の フ ォ ト ダ イ オ ー
ド 、 １ ０ ３ ,１ ０ ４ は 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 第 １ 、 第 ２ の 電 源 端 子
、 １ ０ ５ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 電 源 端 子 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ７ は 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 回 路 構 成 の 例 を 示 し た も の で あ る 。
Ｑ １ ～ Ｑ ４ は バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｒ １ ～ Ｒ ４ は 抵 抗 、 Ｉ １ ～ Ｉ ３ は 電 流 源 、 １ ０ １
１ は 差 動 増 幅 器 、 Ｉ Ｎ Ａ 、 Ｉ Ｎ Ｂ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ に 接 続 さ れ る 差 動 入
力 端 子 、 Ｏ Ｕ Ｔ Ａ ， Ｏ Ｕ Ｔ Ｂ は 差 動 出 力 端 子 １ ０ ２ Ａ ， １ ０ ２ Ｂ に 接 続 さ れ る 差 動 出 力 端
子 で あ る 。 同 図 で は 、 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ に よ る 構 成 例 を 示 し た が 、 電 界 効 果 型 ト ラ
ン ジ ス タ で も 同 様 の 回 路 構 成 に よ り 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ を 構 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ は 光 入 力 を 電 流 に 変 換 し 、 そ れ ぞ れ 差 動 ト ラ ン ス イ ン
ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ に 入 力 す る 。 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ
ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ は 、 電 流 入 力 の 差 を 増 幅 し 、 電 圧 出 力 に 変 換 し て 差 動 出 力 端 子 Ｏ Ｕ
Ｔ Ａ ， Ｏ Ｕ Ｔ Ｂ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 図 １ １ の 光 受 信 器 ５ ０ ０ の 構 成 と は 異 な り 、 図 １ の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ の 構 成 で
は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 同 一 極 性 端 子 が 電 源 端 子 １ ０ ５ に 接 続 さ れ 、 そ の
出 力 の 減 算 は 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 内 部 で 行 わ れ る 。 ま た 、 こ の と
き 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位
は 同 一 で あ る た め 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 各 電 源 端 子 は 、 電 源 端 子 １ ０ ５ に
共 通 化 す る こ と が で き る 。 更 に 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端
子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位 と 電 源 線 ２ ０ ０ の 電 位 の 差 は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ
Ｄ ２ の 推 奨 動 作 電 圧 内 に あ る た め 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ が 電 源 端 子
１ ０ ３ を 介 し て 直 接 接 続 さ れ て い る 電 源 線 ２ ０ ０ に 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の
電 源 端 子 １ ０ ５ を 共 通 に 接 続 す る こ と が 可 能 と な る 。 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ は 、 電
源 線 ２ ０ ０ と 電 源 線 ３ ０ ０ の い ず れ か を 光 伝 送 装 置 の 接 地 に 接 続 し 、 他 方 の 電 源 線 に あ る
一 定 の 電 圧 を 供 給 し て 動 作 さ れ る た め 、 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ は 、 単 一 電 源 で 動 作 し 、 ２ つ 以 上 の 電 源 電 圧
を 必 要 と し な い た め 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ を 光 伝 送
装 置 に 備 え る 必 要 が な く な り 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ の 変 形 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｂ を 示 す
図 で あ る 。 符 号 が 図 １ と 共 通 で あ る も の は 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ の 光 受 信 器 器 １ ０ ０ Ａ で
は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド の 極 性 か ら 明 ら か な よ う に 、 電 源 線 ２ ０ ０ の 電 位 を Ｖ １ 、 差 動 ト ラ
ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位 を Ｖ ２ 、 電 源
線 ３ ０ ０ の 電 位 を Ｖ ３ と す る と 、 そ れ ら の 間 に 、 Ｖ １ ＞ Ｖ ２ ＞ Ｖ ３ と い う 関 係 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ２ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｂ は 、 Ｖ ３ ＞ Ｖ ２ ＞ Ｖ １ と い う 関 係 が あ る
場 合 の 構 成 で あ る 。 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｂ に お い て も 、 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動 作
す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要
と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
[第 ２ の 実 施 例 ]
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 １
０ ６ は 電 圧 調 整 手 段 、 １ ０ ７ は 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ を 電 源 線 ２ ０ ０ に 接 続 す る 電 源 端 子 で
あ り 、 そ の 他 の 符 号 は 図 １ と 共 通 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０
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Ｃ は 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 電 源 端 子 １ ０ ３ を 直 接 に 電 源 線 ２ ０ ０
に 接 続 す る よ う に 光 受 信 器 を 構 成 す る と 、 そ の 電 源 線 ２ ０ ０ と 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン
ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位 差 が 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １
， Ｐ Ｄ ２ の 推 奨 動 作 電 圧 範 囲 に 満 た な い 場 合 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ に よ れ ば 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 電
源 端 子 １ ０ ３ と 電 源 線 ２ ０ ０ と の 間 に 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ を 挿 入 す る の で 、 差 動 ト ラ ン ス
イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位 と 電 源 線 ２ ０ ０ の
電 位 と の 差 を 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 推 奨 動 作 電 圧 内 と す る こ と が で き る た
め 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 電 源 端 子 １ ０ ５ と 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ の 電 源 端 子
１ ０ ７ を 、 電 源 線 ２ ０ ０ に 共 通 に 接 続 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ に お い て も 、 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で
あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝
送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ は 、 単 純 に 抵 抗 で 構 成 す る こ と も で き る が 、 図 ８ に 示 す よ う
に ダ イ オ ー ド Ｄ １ ～ Ｄ ３ に よ る 構 成 、 図 ９ に 示 す よ う に バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ と 抵
抗 Ｒ ５ ， Ｒ ６ を 用 い た 構 成 、 あ る い は 図 １ ０ に 示 す よ う に 帰 還 回 路 を 用 い た 構 成 な ど で 実
現 す る こ と が で き る 。 図 １ ０ に お い て 、 Ｑ ６ は バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｒ ７ ～ Ｒ ９ は 抵
抗 、 Ｄ Ｚ は 定 電 圧 ダ イ オ ー ド 、 １ ０ ６ １ は 差 動 増 幅 器 で あ る 。 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に
、 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ は 電 源 線 ２ ０ ０ だ け で は な く 、 電 源 線 ３ ０ ０ へ の 接 続 が あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ の 変 形 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｄ を 示 す
図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 符 号 が 図 ３ と 共 通 で あ る も の は 説 明 を 省 略 す る 。 図 ３ の 実 施 例
の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ で は 、 図 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ と 同 様 に 、 電 源 線 ２ ０ ０ の 電
位 を Ｖ １ 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直
流 電 位 を Ｖ ２ 、 電 源 線 ３ ０ ０ の 電 位 を Ｖ ３ と す る と 、 そ れ ら の 間 に 、 Ｖ １ ＞ Ｖ ２ ＞ Ｖ ３ と
い う 関 係 が あ る 場 合 の 構 成 で あ る が 、 図 ４ の 実 施 例 は 、 Ｖ ３ ＞ Ｖ ２ ＞ Ｖ １ と い う 関 係 が あ
る 場 合 の 構 成 で あ る 。 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｄ に お い て も 、 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動
作 す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不
要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
[第 ３ の 実 施 例 ]
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｅ を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 符
号 が 図 ３ と 共 通 で あ る も の は 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 例 は 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス
増 幅 器 １ ０ １ の 電 源 端 子 １ ０ ３ を 直 接 に 電 源 線 ２ ０ ０ に 接 続 す る よ う に 光 受 信 器 を 構 成 す
る と 、 電 源 線 ２ ０ ０ と 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ，
Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位 と の 差 が 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 推 奨 動 作 電 圧 範 囲 を 超 過
す る 場 合 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｅ に よ れ ば 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 電 源 端 子 １
０ ５ と 電 源 線 ２ ０ ０ と の 間 に 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ を 挿 入 す る の で 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー
ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直 流 電 位 と 電 源 端 子 １ ０ ５ の 電 位 と
の 差 を 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 推 奨 動 作 電 圧 範 囲 内 と す る こ と が で き る た め
、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 電 源 端 子 １ ０ ３ と 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ の 電
源 端 子 １ ０ ７ を 、 電 源 線 ２ ０ ０ に 共 通 に 接 続 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｅ に お い て も 、 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で
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あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝
送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 な お 、 本 実 施 例 に お い て は 、 フ ォ ト
ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 共 通 電 源 端 子 １ ０ ５ と 電 源 線 ２ ０ ０ と の 間 に 電 圧 調 整 手 段 １
０ ６ を 挿 入 し た が 、 電 圧 調 整 手 段 を ２ 個 用 い て 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の そ れ
ぞ れ に 対 し て 電 圧 調 整 手 段 を 個 々 に 挿 入 し て も 、 同 じ 効 果 が 得 ら れ る こ と は 明 白 で あ る 。
こ の 場 合 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ と 第 １ の 電 圧 調 整 手 段 の 直 列 回 路 が 電 源 線 ２ ０ ０ と 差
動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 非 反 転 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ と の 間 に 、 フ ォ ト ダ イ オ
ー ド Ｐ Ｄ ２ と 第 ２ の 電 圧 調 整 手 段 の 直 列 回 路 が 電 源 線 ２ ０ ０ と 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン
ス 増 幅 器 １ ０ １ の 反 転 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ｂ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｅ の 変 形 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｆ を 示 す
図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 符 号 が 図 ５ と 共 通 で あ る も の は 説 明 を 省 略 す る 。 図 ５ の 実 施 例
の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｅ で は 、 図 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ と 同 様 に 、 電 源 線 ２ ０ ０ の 電
位 を Ｖ １ 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 差 動 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ ， Ｉ Ｎ Ｂ の 直
流 電 位 を Ｖ ２ 、 電 源 線 ３ ０ ０ の 電 位 を Ｖ ３ と す る と 、 そ れ ら の 間 に 、 Ｖ １ ＞ Ｖ ２ ＞ Ｖ ３ と
い う 関 係 が あ る 場 合 の 構 成 で あ る が 、 図 ６ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｆ は 、 Ｖ ３ ＞ Ｖ ２ ＞
Ｖ １ と い う 関 係 が あ る 場 合 の 構 成 で あ る 。 本 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｆ に お い て も 、 光 受
信 器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御
す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お い て も 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の 共 通 電 源 端 子 １ ０ ５ と
電 源 線 ２ ０ ０ と の 間 に 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ を 挿 入 し て い る が 、 電 圧 調 整 手 段 を ２ 個 用 い て
、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ の そ れ ぞ れ に 対 し て 電 圧 調 整 手 段 を 個 々 に 挿 入 し て も
、 同 じ 効 果 が 得 ら れ る こ と は 明 白 で あ る 。 こ の 場 合 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ と 第 １ の 電
圧 調 整 手 段 の 直 列 回 路 が 電 源 線 ２ ０ ０ と 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 非 反
転 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ａ と の 間 に 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ ２ と 第 ２ の 電 圧 調 整 手 段 の 直 列 回 路 が
電 源 線 ２ ０ ０ と 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 反 転 入 力 端 子 Ｉ Ｎ Ｂ と の 間 に
、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
[第 ４ の 実 施 例 ]
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 光 受 信 器 は 、 第 ２ あ る い は 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ ～
１ ０ ０ Ｆ に お い て 、 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ が 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ と 集
積 化 さ れ る 。 電 気 的 な 構 成 は 第 ２ あ る い は 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ ～ １ ０ ０ Ｆ と
同 一 で あ る の で 、 本 実 施 例 の 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜
時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化
・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 更 に 、 そ う し た 効 果 に 加 え 、 集 積 化 に よ る 小 型 化 ・
低 消 費 電 力 化 、 実 装 部 品 点 数 の 減 少 に よ る 低 コ ス ト 化 な ど の 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
[第 ５ の 実 施 例 ]
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 光 受 信 器 は 、 第 ２ あ る い は 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ ～
１ ０ ０ Ｆ に お い て 、 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ が フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ と 集 積 化 さ れ
る 。 電 気 的 な 構 成 は 第 ２ あ る い は 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ ～ １ ０ ０ Ｆ と 同 一 で あ
る の で 、 本 実 施 例 の 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源
投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費
電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 更 に 、 そ う し た 効 果 に 加 え 、 集 積 化 に よ る 小 型 化 ・ 低 消 費 電
力 化 、 実 装 部 品 点 数 の 減 少 に よ る 低 コ ス ト 化 な ど の 利 点 が あ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 フ
ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ 、 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ が 同 一 チ ッ プ に 集 積 化 さ れ て い て も
よ い し 、 ２ 個 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ が 個 別 チ ッ プ と な っ て い る 場 合 に は 、 そ
れ ぞ れ に 対 し て 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ を 集 積 す れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
[第 ６ の 実 施 例 ]
　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 の 光 受 信 器 は 、 第 ２ あ る い は 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ ～
１ ０ ０ Ｆ に お い て 、 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ が ２ つ の フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ お よ び
差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ と と も に 集 積 化 さ れ る 。 電 気 的 な 構 成 は 第 ２ あ
る い は 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ｃ ～ １ ０ ０ Ｆ と 同 一 で あ る の で 、 本 実 施 例 の 光 受 信
器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜 時 に 電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す
る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る
。 更 に 、 そ う し た 効 果 に 加 え 、 集 積 化 に よ る 小 型 化 ・ 低 消 費 電 力 化 、 実 装 部 品 点 数 の 減 少
に よ る 低 コ ス ト 化 等 の 効 果 が 著 し い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
[第 ７ の 実 施 例 ]
　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 例 の 光 受 信 器 は 、 第 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 １ ０ ０ Ａ ， １ ０ ０ Ｂ に お
い て 、 ２ つ の フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ が 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０
１ と と も に 集 積 化 さ れ る 。 電 気 的 な 構 成 は 第 １ の 実 施 例 の 受 信 器 １ ０ ０ Ａ ， １ ０ ０ Ｂ と 同
一 で あ る の で 、 本 発 明 の 光 受 信 器 が 単 一 電 源 で 動 作 す る こ と は 明 白 で あ り 、 活 線 挿 抜 時 に
電 源 投 入 ・ 停 止 の 順 番 を 制 御 す る シ ー ケ ン サ が 不 要 と な る た め 、 光 伝 送 装 置 を 小 型 化 ・ 低
消 費 電 力 化 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 更 に 、 そ う し た 効 果 に 加 え 、 集 積 化 に よ る 小 型 化 ・ 低 消
費 電 力 化 、 実 装 部 品 点 数 の 減 少 に よ る 低 コ ス ト 化 等 の 効 果 が 著 し い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
[他 の 実 施 例 ]
　 前 記 第 ４ ～ ７ の 実 施 例 に お い て 、 電 源 線 ２ ０ ０ お よ び 電 源 線 ３ ０ ０ に 接 続 す る た め の 電
源 端 子 は 、 集 積 回 路 中 で 共 通 に な っ て い て も よ い し 、 共 通 に せ ず に 個 別 に ボ ー ド 上 の 電 源
線 ２ ０ ０ お よ び 電 源 線 ３ ０ ０ に 接 続 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ～ ７ の 実 施 例 に お い て 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｐ Ｄ １ ， Ｐ Ｄ ２ は 、 通 常 使 わ
れ る Ｐ Ｉ Ｎ 型 フ ォ ト ダ イ オ ー ド に 限 ら ず 、 一 般 の 光 電 気 変 換 手 段 と 置 き 換 え る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 ア バ ラ ン シ ェ ・ フ ォ ト ダ イ オ ー ド や Ｍ Ｓ Ｍ 受 光 素 子 、 あ る い は フ ォ ト ト ラ ン
ジ ス タ 等 も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ ～ ７ の 実 施 例 に お い て 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ は 、
光 受 信 器 に 要 求 さ れ る 入 力 範 囲 に お い て 出 力 振 幅 が 飽 和 し な い 線 形 増 幅 器 で も 良 い し 、 出
力 振 幅 が 飽 和 す る リ ミ ツ タ 増 幅 器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 前 記 第 １ ～ ７ の 実 施 例 に お い て 、 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 出
力 端 子 は 、 差 動 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ Ａ ， Ｏ Ｕ Ｔ Ｂ の 両 方 を 光 受 信 器 の 出 力 端 子 １ ０ ２ Ａ ， １ ０
２ Ｂ に 取 り 出 し て い る が 、 い ず れ か 一 方 を 適 切 に 終 端 し 、 非 反 転 出 力 の み 、 あ る い は 反 転
出 力 の み を 出 力 す る 構 成 に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 光 受 信 器 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 光 受 信 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 光 受 信 器 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 光 受 信 器 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 １ ０ １ の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 電 圧 調 整 手 段 １ ０ ６ の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
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【 図 １ １ 】 従 来 の 光 受 信 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ ０ Ａ ～ １ ０ ０ Ｆ ： 光 受 信 器 、 １ ０ １ ： 差 動 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 、 １ ０ ２
Ａ ， １ ０ ２ Ｂ ： 差 動 出 力 端 子 、 １ ０ ３ ～ １ ０ ５ ： 電 源 端 子 、 １ ０ ６ ： 電 圧 調 整 手 段 、 １ ０
７ ： 電 源 端 子
　 ２ ０ ０ ： 電 源 線
　 ３ ０ ０ ： 電 源 線
　 ４ ０ ０ ： マ ッ ハ － ツ ェ ン ダ 干 渉 計 、 ４ ０ １ ： １ ビ ッ ト 遅 延 器 、 ４ ０ ２ ： 光 入 力 端 子 、 ４
０ ３ ： ４ ０ ４ ： 光 出 力 端 子
　 ５ ０ ０ ： 光 受 信 器 、 ５ ０ １ ： ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 、 ５ ０ ２ ～ ５ ０ ５ ： 電 源 端
子 、 ５ ０ ６ ： 出 力 端 子
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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